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令和６年度に「小千谷市こども計画（仮称）」を策定するにあたり、基礎資料として

子育て世帯のニーズや実態、若者の意向等を把握することを目的として、下記子育て支

援ニーズ調査、子育て世帯の生活実態調査、子ども若者調査を実施した。 

本編ではその結果をまとめる。 

 

１． 調査の対象と回収数 

（１） 子育て支援ニーズ調査 

調査対象 配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

就学前児童の保護者 900件 692件 692件 76.9% 

小学生の保護者 1,100件 825件 819件 74.5% 

 

（２） 子育て世帯の生活実態調査 

調査対象 配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

小学５年生と中学２年生の

保護者 
579件 433件 431件 74.4％ 

小学５年生と中学２年生 579件 410件 404件 69.8％ 

 

（３） 子ども・若者調査 

調査対象 配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

18歳から 39歳の市民 1,000人 383件 382件 38.2％ 

 

２． 集計結果の見方 

 グラフ・表中の「n」はアンケートの回収数を示した。 

 比率はすべて百分率（％）で表し、小数点第２位を四捨五入して算出した。従って、

合計が 100.0％にならない場合がある。 

 複数回答の場合、回答の合計比率が 100.0％を超える場合がある。 

 グラフ・表として示したもののうち、回答数が０の場合は表示を省略している場合

がある。また、質問文、選択肢を簡略化してある場合がある。 
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３． 調査結果 

（１） 子育て世帯の状況 

➢ ひとり親世帯が 8.3％となっている。また、核家族は 52.0％となっている。 

➢ 祖父母の居住状況では「いずれの親とも同居・近居ではない」が 23.6％とな

っている。 

宛て名のお子さんからみた家族構成をお答えください。 

（就学前児童 問 5、小学生 問 6） 

図表 1 家族構成（ニーズ調査） 

 

※上記質問への回答から区分している 

宛て名のお子さんとお子さんの祖父母との同居・近居の状況についてお答えください。

（就学前児童 問 8、小学生 問 9） 

図表 2 祖父母の居住状況（ニーズ調査） 

 

➡両親のみ、親ひとりのみで子育てをしている世帯がある。 
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0.1

0.1

49.2

54.9

44.4

42.0

37.1

46.2

0.1

0.1

0.1

0.2

0.3

0.1

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 1,511

就学前児童 n = 692

小学生 n = 819

ひとり親世帯・核家族 ひとり親世帯・三世代家族 ひとり親世帯・その他

ふたり親世帯・核家族 ふたり親世帯・三世代家族 ふたり親世帯・その他

その他 無回答
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24.7
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18.5

23.0

14.8

15.2
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17.7
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23.6
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1.4
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1.5
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宛て名のお子さんからみて、父親の親と同居

宛て名のお子さんからみて、父親の親と近居（片道おおむね2㎞以内）

宛て名のお子さんからみて、母親の親と同居

宛て名のお子さんからみて、母親の親と近居（片道おおむね2㎞以内）

いずれの親とも同居・近居ではない

無回答
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➢ 生活実態調査（保護者票）では、「所得の状況（低所得）」、「家計のひっ迫（経

済的理由で購入できない、支払い滞納経験の有無）」、「子どもの所有物や体

験の欠如」の３つの要素から「生活困難度」を集計した。 

図表 3 生活困難度（生活実態調査 保護者票） 

 

 

困窮層：①②③のうち 2つ以上の要素に該当 

周辺層：①②③いずれか 1つの要素に該当 

一般層：①②③いずれの要素にも該当しない 

 

➡集計の結果、困窮層は 8.1％、周辺層は 17.4％、一般層は 65.7％となっている。 
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38世帯

8.8％
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【2.5%】

【1.8%】

いずれの要素にも該当しない

283世帯 65.7% 【72.0%】

判別不能（無回答）

38世帯 8.8%

【 】:判別不能を除いた割合

全体:431世帯

①所得の状況（低所得）

②家計のひっ迫

③子どもの所有物や体験の欠如
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（２） 母親の就労状況と育児休業の取得 

１） 母親の就労状況 

母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

（就学前児童 問 11、小学生 問 12） 

➢ 母親の就労状況を見ると「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休

業中ではない」が 50.9％となっている。 

図表 4 母親の就労状況（ニーズ調査） 

 
２） 母親の育児休業の取得 

宛て名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（就学前児童 問 25） 

➢ 「取得した（取得中である）」が 68.1％、「働いていなかった」が 23.7％と

なっている。 

➢ 平成 30 年度調査よりも「取得した（取得中である）」が 11.1 ポイント上昇

している。 

図表 5 母親の育児休業の取得（ニーズ調査） 

 
➡平成 30 年度調査よりも母親のフルタイムでの就労率、育児休業の取得率が上昇してお

り、就労環境や育児休業を取りやすい環境が整いつつあることがうかがえる。一方で、

育児休業を取得しなかった母親もいることから、より一層の環境整備が求められる。  
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令和5年度 n = 689

平成30年度 n = 860

令和5年度 n = 812

平成30年度 n = 735

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である
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取得した（取得中である） 取得しなかった 働いていなかった 無回答
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（３） 父親の育児休業の取得と育児への参加 

１） 父親の育児休業の取得 

宛て名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（就学前児童 問 25） 

➢ 「取得しなかった」が 81.4％、「取得した（取得中である）」が 9.7％となっ

ている。 

➢ 平成 30年度調査よりも「取得した（取得中である）」が 8.8ポイント上昇し

ている。 

図表 6 父親の育児休業の取得（ニーズ調査） 

 

 

２） 育児を担う割合 

育児について、母親と父親が担う割合はどの程度となっていますか。 

（就学前児童 問 10、小学生 問 11） 

➢ 「主に母親」が 19.1％、「どちらかというと母親」が 44.0％となっている。 

図表 7 育児を担う割合（ニーズ調査） 

 

➡平成 30 年度調査よりも上昇しているものの父親の育児休業の取得率は 10％未満となっ

ている。また、育児については、母親が担う割合が高くなっている。父親が、育児休業を

取得しやすい環境や育児を担える環境を整えることが求められる。 
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（４） 保護者の精神状態 

問 36 あなたは、過去１か月で、どれくらいの頻度で以下のようなことがありましたか。 

図表 8 精神状態（生活実態調査 保護者票） 

 

上図より、K6 スコアを算出した。K6 とは、うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニング（選別）

するために開発された尺度で、上記 6 つの項目について 5 段階（「まったくない」（0 点）、「少しだけ」（1

点）、「ときどき」（2 点）、「たいてい」（3 点）、「いつも」（4 点））で点数化し、6 項目の合計点数が高いほ

ど、精神的な問題がより重い可能性があるとされている。 

➢ 「0～4点」が 54.1％、「5～9点」が 25.3％、「10～14点」が 9.7％、「15点

以上」が 7.9％となっている。 

➢ 困窮層では、「10～14 点」が 14.3％、「15 点以上」が 25.7％となっている。 

図表 9 K6スコア 

 

➡ひとり親世帯、困窮層で K6スコアが高くなっている。 

保護者の精神的な負担を軽減できるように、周りが支えることが求められる。  
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（５） 持ちたい子どもの人数 

持ちたい子どもの人数は何人ですか。（就学前児童 問 35、小学生 問 26） 

➢ 理想は「３人」が 46.8％で最も多く、次いで「２人」が 38.5％、「４人」が 6.2％

となっている。 

図表 10 理想の持ちたい子どもの人数 

 

➢ 実際は「２人」が 48.4％で最も多く、次いで「３人」が 23.4％、「１人」が 21.2％

となっている。 

図表 11 実際の子どもの人数 
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（理想よりも子どもの人数少ない人のみ）理想とする子どもの人数より実際に持つ予定

の子どもの人数が少ない理由は何ですか。（就学前児童 問 36、小学生 問 26-1） 

➢ 「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が 59.9％で最も多く、次いで「高年

齢で子どもを産むことが困難だから」が 27.6％、「自分の仕事に差し支えるから」

が 23.9％となっている。 

図表 12 理想よりも子どもの人数が少ない理由 

 

➡理想の子どもの人数を持てない理由は、子育てや教育にかかる費用が 6割となっている。 

 

（６） 子育て環境を充実するために必要な支援 

子育て環境を充実するためには、市や地域による、どのような支援が必要だと思います

か。（３つまで）（就学前児童 問 38、小学生 問 29） 

➢ 「子連れでも出かけやすく、楽しめる機会と場所の充実」が 54.1％で最も多く、

次いで「安心して子どもが医療機関にかかれる体制整備（夜間や休日でも安心し

て受診できる医療体制の充実や、専門医の配置など）」が 52.2％、「企業における

仕事と家事・育児のバランスに配慮した取り組み（子育てに配慮した勤務時間の

調整や、出産・育児休暇取得の推進など）」が 32.2％となっている。 

図表 13 子育て環境を充実するために必要な支援  

 

➡出かける機会と場所の充実、医療体制の整備が求められている。  
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付
き
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
提
供

保
護
者
の
緊
急
時
の
子
ど
も
の
預
か
り
と
し

て
短
期
入
所
生
活
援
助
支
援
事
業
（

シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

公
営
住
宅
に
お
け
る
多
子
世
帯
の
優
先
入
居

や
広
い
部
屋
の
割
り
当
て
な
ど
、

住
宅
面
で

の
配
慮

子
ど
も
の
虐
待
防
止
や
障
が
い
児
施
策
の
充

実 子
育
て
に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
等
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

全体 1,511 54.1 52.2 32.2 30.0 11.9 9.7 5.4 5.4 5.0 4.8 3.4 3.1 1.9 3.2 13.3

就学前児童 692 65.0 53.9 31.4 43.4 9.4 7.5 5.1 6.6 7.2 4.5 3.6 2.3 1.3 3.5 6.9

小学生 819 44.8 50.7 32.8 18.7 14.0 11.5 5.6 4.4 3.2 5.1 3.2 3.8 2.3 3.1 18.7
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（７） 子どもの状況（生活実態調査 子ども本人票） 

１） ヤングケアラーと思われる子ども 

問 13 家族の中に宛名のお子さんがお世話をしている人はいますか。 

➢ 「いない」が 95.4％、「いる」が 3.5％となっている。 

➢ お世話をしていることで「宿題など勉強をする時間がない」「自分の時間が

取れない」経験をした子どもは 6.7％となっている。 

図表 14 家事や家族のお世話（生活実態調査 保護者票） 

 

問 13-5 お子さんは、お世話をしていることで、以下のような経験をしたことはありま

すか。 

図表 15 お世話することで経験したこと（生活実態調査 保護者票） 

 
➡いわゆるお手伝いに該当する回答も含まれている可能性はあるが、ヤングケアラーと思

われる子どもはいるということを念頭に計画を検討することが求められる。  

3.5

8.2

2.9

14.3

5.3

2.1

95.4

91.8

95.8

82.9

92.0

97.5

1.2

1.3

2.9

2.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 431

ひとり親世帯 n = 49

ふたり親世帯 n = 380

困窮層 n = 35

周辺層 n = 75

一般層 n = 283

いる 今はいないが、過去にいた いない 無回答

調
査
数

宿
題
な
ど
勉
強
を
す
る
時
間
が

な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う

遅
刻
や
早
退
を
し
て
し
ま
う

眠
る
時
間
が
足
り
な
い

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

習
い
事
が
で
き
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体 15 6.7 6.7 - - - - - - 93.3

ひとり親世帯 4 25.0 25.0 - - - - - - 75.0

ふたり親世帯 11 - - - - - - - - 100.0

困窮層 5 20.0 20.0 - - - - - - 80.0

周辺層 4 - - - - - - - - 100.0

一般層 6 - - - - - - - - 100.0
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問 32 あなたは「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがありましたか。 

➢ 「聞いたことはない」が 59.9％、「聞いたことがあるが、よく知らない」が

22.8％となっている。 

図表 16 ヤングケアラーの認知度（生活実態調査 子ども本人票） 

 

➡「ヤングケアラー」という言葉は、子どもには知られていないことがうかがえる。言葉

を知ることで、はじめて、自身や周りの人がヤングケアラーに該当することに気づくこ

ともあることから、認知度の向上が求められる。 

また、国、県が支援策を検討しており、この動きに合わせて、ヤングケアラーの支援方

法を検討していく必要がある。 

  

10.9

7.6

12.8

10.8

14.0

22.8

22.3

24.1

23.3

18.6

50.0

59.9

62.5

58.1

59.7

62.8

50.0

100.0

6.4

7.6

4.9

6.3

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 404

小学5年生 n = 184

中学2年生 n = 203

ふたり親世帯 n = 352

母子世帯 n = 43

父子世帯 n = 4

その他 n = 1

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことがあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答
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２） 子ども自身の自己評価 

問 25 あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。 

➢ 今の自分が好きだ（「はい」）と思っている子どもは 61.9％となっている。 

（参考：こども・若者の意識と生活に関する調査(令和 4 年度 内閣府)「今

の自分が好きだ」に対して「あてはまる」「どちらかといえば、あてはまる」

を合わせると 78.6％) 

図表 17今の自分が好きだ（生活実態調査 子ども本人票） 

 

➢ 自分は役に立たないと強く感じていない（「いいえ」）子どもは 72.8％となっ

ている。 

（参考：こども・若者の意識と生活に関する調査(令和 4 年度 内閣府)「自

分は役に立たないと強く感じるか」に対して「あてはまらない」「どちらかと

いえばあてはまらない」を合わせると 50.1％。) 

図表 18自分は役に立たないと強く感じる（生活実態調査 子ども本人票） 

 
➡子どもの前向きな心を育む取り組みが求められる。  

61.9

69.0

55.2

63.6

48.8

50.0

100.0

32.2

26.1

38.4

31.3

41.9

50.0

5.9

4.9

6.4

5.1

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 404

小学5年生 n = 184

中学2年生 n = 203

ふたり親世帯 n = 352

母子世帯 n = 43

父子世帯 n = 4

その他 n = 1

はい いいえ 無回答

21.3

17.9

24.6

22.4

16.3

72.8

76.6

69.5

72.7

72.1

100.0

100.0

5.9

5.4

5.9

4.8

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 404

小学5年生 n = 184

中学2年生 n = 203

ふたり親世帯 n = 352

母子世帯 n = 43

父子世帯 n = 4

その他 n = 1

はい いいえ 無回答
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（８） 若者の状況（子ども若者調査） 

１） 外出頻度 

問 11 あなたは、普段どのくらい外出しますか。 

➢ 「仕事や学校で平日は毎日外出する」が 79.3％で最も多く、次いで「仕事や

学校で週に３～４日外出する」が 7.3％、「ふだんは家にいるが、自分の趣味

に関する用事のときだけ外出する」が 4.5％となっている。 

図表 19 普段の外出頻度（子ども若者調査） 

 

 

  

79.3

96.9

87.5

73.7

71.3

74.4

7.3

3.1

13.2

10.3

6.7

3.7

1.6

4.7

5.3

4.6

2.2

1.8

2.3

5.6

4.5

4.7

5.3

6.9

4.4

1.6

1.6

2.3

3.3

0.5

1.3

1.1

1.0

1.3

1.1

2.2

0.3

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に３～４日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

あまり外出しない

無回答
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問 11-1 （「ふだんは家にいるが、自分に関する用事のときだけ外出する」～「あまり

外出しない」と回答した人のみ）あなたが現在の状況になってどのくらい経

ちますか。 

➢ 「3年～5年未満」が 24.1％で最も多く、次いで「1年～2年未満」「5年～7

年未満」「10年～15年未満」が 10.3％、「３か月未満」「3か月～6か月未満」

「6か月～1年未満」「7年～10年未満」「15年～20年未満」が 6.9％となっ

ている。 

図表 20 外出の頻度が低い期間（子ども若者調査） 

 

➢ 上記の質問から、ひきこもりに該当するか判定を行った結果、「ひきこもり

に該当する」人は 3.4％となっている。 

図表 21 ひきこもりと考えられる人の割合（子ども若者調査） 

 
➡ひきこもりと考えられる人が 25歳以上でわずかにいる。  

6.9

10.0

11.1

6.9

10.0

11.1

6.9

33.3

16.7

10.3

33.3

20.0

3.4

10.0

24.1

33.3

30.0

22.2

10.3

33.3

16.7

10.0

6.9

16.7

11.1

10.3

10.0

22.2

6.9

16.7

11.1

3.4

11.1

3.4

100.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 29

～20歳未満 n = 1

～25歳未満 n = 3

～30歳未満 n = 6

～35歳未満 n = 10

35歳以上 n = 9

３か月未満 3か月～6か月未満 6か月～1年未満 1年～2年未満

2年～3年未満 3年～5年未満 5年～7年未満 7年～10年未満

10年～15年未満 15年～20年未満 20年以上 無回答

3.4

6.6

5.7

3.3

96.1

98.4

100.0

93.4

94.3

95.6

0.5

1.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

ひきこもりに該当する 該当しない 無回答
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２） 就業経験 

問 9 あなたの主な職業を教えてください。 

➢ 「正社員・正職員」が 55.2％で最も多く、次いで「高校生」が 11.3％、「派

遣・契約社員」が 9.2％となっている。 

図表 22 職業（子ども若者調査） 

 

問 22 あなたの就業状況、就業経験についてお答えください。 

※パート・アルバイトでの勤務も含めてください 

➢ 「現在、就業している」が 79.1％となっている。 

図表 23 就業経験の有無（子ども若者調査） 

 
➡25歳以上の層で就業経験がない人がわずかにいる。  

11.3

67.2

3.4

17.2

3.1

3.4

6.3

14.1

0.3

1.6

55.2

6.3

68.8

61.8

60.9

70.0

9.2

3.1

14.5

17.2

6.7

3.4

1.6

3.1

5.3

4.6

2.2

0.3

1.1

0.5

2.3

5.8

9.2

6.9

10.0

7.1

1.6

4.7

9.2

8.0

10.0

0.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

高校生 予備校生 専修・専門学校生 短大・高専生 大学生

大学院生 正社員・正職員 派遣・契約社員 自営業 経営者 会社役員

専業主婦 主夫 無職 その他 無回答

79.1

28.1

90.6

86.8

90.8

88.9

1.0

3.9

1.1

6.3

6.3

3.1

6.6

6.9

7.8

13.1

64.1

6.3

2.6

1.1

2.2

0.5

1.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

現在、就業している 現在、就業しているが、休職や休業中である

現在は就業していないが、過去に就業経験がある これまでに就業経験はない

無回答
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３） 現在の生活に対する考え 

(ア) 幸福度 

問 32 あなたは今、幸せですか。 

➢ 「そう思う」が 31.2％、「どちらかといえばそう思う」が 36.6％となってい

る。 

図表 24 幸福度（子ども若者を取り巻く実態調査） 

 
(イ) 自己肯定感 

問 33 あなたは自分のことが好きですか。 

➢ 「好き」が 15.7％、「だいたい好き」が 40.6％となっている。 

図表 25 自己肯定感（子ども若者調査） 

 

31.2

43.8

45.3

34.2

24.1

16.7

36.6

34.4

31.3

32.9

35.6

45.6

16.8

12.5

17.2

19.7

18.4

15.6

5.0

3.1

1.6

3.9

6.9

7.8

5.8

1.6

3.1

3.9

11.5

6.7

3.4

1.6

1.6

5.3

2.3

5.6

1.3

3.1

1.1

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない

無回答

15.7

20.3

26.6

15.8

13.8

6.7

40.6

48.4

48.4

32.9

34.5

41.1

32.2

20.3

20.3

42.1

34.5

38.9

9.9

7.8

4.7

9.2

16.1

10.0

1.6

3.1

1.1

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

好き だいたい好き あまり好きではない 好きではない 無回答
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(ウ) 自己有用感 

問 35 あなたは、自分が友だちや親など周りの人の役に立っていると思いますか。 

➢ 「そう思う」が 13.9％、「まあそう思う」が 46.1％となっている。 

図表 26 自己有用感（子ども若者調査） 

 

(エ) 孤独感 

問 36 あなたは、どの程度孤独であると感じることがありますか。 

➢ 「ない」が 16.0％、「ほとんどない」が 27.0％となっている。 

図表 27 孤独感（子ども若者調査） 

 

➡今後、指標として継続的に捕捉していくことが求められるが、本調査の結果では年代が高

くなるにつれて否定的な考え方の割合が高くなる傾向がある。  

13.9

17.2

26.6

17.1

6.9

6.7

46.1

54.7

39.1

40.8

44.8

50.0

31.7

21.9

28.1

35.5

35.6

34.4

6.8

3.1

6.3

6.6

10.3

6.7

1.6

3.1

2.3

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

16.0

15.6

26.6

15.8

17.2

6.7

27.0

35.9

26.6

22.4

23.0

28.9

29.8

31.3

29.7

23.7

26.4

37.8

13.9

6.3

12.5

23.7

10.3

15.6

7.1

6.3

3.1

10.5

10.3

4.4

4.7

1.6

1.6

3.9

10.3

4.4

1.6

3.1

2.3

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n = 382

～20歳未満 n = 64

～25歳未満 n = 64

～30歳未満 n = 76

～35歳未満 n = 87

35歳以上 n = 90

ない ほとんどない たまにある 時々ある しばしばある 常にある 無回答
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４） 市の青少年や若者の施策に望むこと 

あなたは、小千谷市が取り組む青少年や若者の施策にどんなことを望みますか。 

➢ 「安心して出産・子育てのできる環境づくりを進める」が 65.2％で最も多く、

次いで「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」が 47.4％となっている。 

図表 28 市の青少年や若者の施策に望むこと（子ども若者調査） 

 

➡子ども子育て支援対策や貧困対策に関することが望まれている。上記の意見を踏まえて、

若者に対する支援を検討していくことが求められる。 

 

調
査
数

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る

経
済
的
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支

援
す
る

若
者
が
結
婚
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

ほ
っ

と
で
き
る
居
場
所
を
提
供
す
る

就
職
に
向
け
た
相
談
や
サ
ポ
ー

ト
体
制
を

充
実
す
る

悩
み
等
を
相
談
で
き
る
窓
口
を
充
実
す
る

学
校
教
育
を
充
実
す
る

社
会
に
出
ら
れ
な
い
人
が
自
立
で
き
る
よ

う
支
援
す
る

参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

提
供
す
る

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
、

虐
待
を
受
け
た

経
験
の
あ
る
人
を
支
援
す
る

青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
防
止
な
ど
の
取
組

や
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

地
域
活
動
や
社
会
参
加
の
機
会
を
確
保
す

る 青
少
年
や
若
者
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

等
の
活
動
を
支
援
す
る

自
分
の
意
見
を
発
表
で
き
る
機
会
を
確
保

す
る

そ
の
他

無
回
答

全体 382 65.2 47.4 39.5 33.2 30.9 28.3 25.7 24.3 24.1 23.8 19.1 15.2 9.7 7.9 3.7 4.2

～20歳未満 64 57.8 43.8 31.3 42.2 25.0 18.8 37.5 17.2 26.6 23.4 20.3 20.3 9.4 7.8 1.6 3.1

～25歳未満 64 59.4 43.8 34.4 31.3 28.1 28.1 23.4 18.8 21.9 20.3 12.5 12.5 9.4 9.4 3.1 1.6

～30歳未満 76 77.6 48.7 46.1 25.0 28.9 28.9 23.7 26.3 21.1 26.3 17.1 10.5 10.5 9.2 3.9 1.3

～35歳未満 87 67.8 51.7 44.8 35.6 31.0 27.6 21.8 21.8 21.8 21.8 21.8 18.4 5.7 6.9 - 4.6

35歳以上 90 62.2 47.8 38.9 33.3 38.9 34.4 24.4 34.4 28.9 26.7 22.2 14.4 12.2 6.7 8.9 8.9


